
がん患者に対する就労支援について学ぶ

埼玉労働局 大宮公共職業安定所

長期療養者就職支援担当 森山 由美子
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【本日の内容】

１．がん患者等長期療養者に対する就職支援の概要

２．支援対象者とは

３．実施個所

４．就職支援について

５．がん患者等長期療養者の属性による傾向・特徴等について

６．がん患者等長期療養者の相談内容について

７．相談事例

８．終わりに
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２．支援対象者

がん、肝炎、糖尿病等の疾病により、長期にわたる治療のために

① 離職を余儀なくされて失業されている

② 在職しているが離職を余儀なくされている

③ 就業経験がないまたは乏しい

等職業生活上の困難を抱えており、就職を希望されている方。

5



３．実施個所

 全国４７都道府県 139公共職業安定所

296の病院等で実施（令和7年1月現在）。

 埼玉県では、４公共職業安定所 10連携先拠点病院で実施。

 原則として実施安定所で実施するが、支援対象者の希望に応じて他

の安定所においても速やかに職業相談に応じる。

参考：長期にわたる治療等が必要な疾病をもつ求職者に対する就職支援事業

事業実施安定所及び連携先拠点病院等一覧

https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/001384184.pdf

6



４．就職支援について

① 支援対象者の把握

② プレ相談の実施

③ 求職の受理

④ 連携先の拠点病院における出張相談

⑤ 両立支援求人の確保

⑥ 定着支援
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４－１ 支援対象者の把握

 希望者への周知 リーフレット等の利用

 安定所内の職業相談窓口、雇用保険給付窓口等からの誘導

 連携先拠点病院の協力

※支援希望者の利便性に配慮し、本人が居住地付近の安定所を希望する

場合には希望される安定所の個別支援へ誘導する。
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４－２．プレ相談の実施

 リーフレット等を利用した支援内容の説明

 「ハローワーク相談希望票」「同意書」の提出依頼

 就労可否について「主治医の意見書」の依頼

※支援対象者の状況は異なるため、すぐに就業できない方も

いらっしゃることに留意が必要。
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４－３ 求職の受理

 プレ相談の結果、ご本人の状況や希望を把握したうえで求職の受理

を行う。
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4-4 「早期就職支援対象者」と
「早期就職支援対象者以外の支援対象者」の違い
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 【早期就職支援対象者】

・早期再就職の必要性が高く、早期再就職を希望している。

・治療と仕事の両立等複数または深刻な問題を抱えている。

・定期的な支援が必要かる一対一の支援がふさわしいと考えられること。

 【早期就職支援対象者以外の支援対象者】

・就職（転職）を希望しているが、早期の就職（転職）を希望していない。

・就職への心理的な不安が強い。

・職業訓練の受講を希望していること。

・在職中で就労の継続や退職にかかる助言、支援を希望している。



４－５ 連携先の拠点病院における出張相談

【概 要】

拠点病院において、定期的かつ必要に応じて随時出張相談を行う。

【留意点】

連携先の拠点病院での出張相談による支援の継続または安定所に

おける支援の移行のどちらを利用するかについてはご本人の希望を

踏まえる。

・出張相談のメリット：拠点病院での通院治療や他のサービスを

同時に受けることが可能

・安定所利用のメリット：雇用保険手続き、職業訓練のあっせん等安定所内

の支援サービスを利用可能
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４－６ 両立求人の確保

 仕事と治療が両立しやすい求人の確保

例）残業が少ない、通院等が可能な休日・休暇設定がある

（平日休み等）、軽作業など身体への負担が少ない業務内容、

労働条件を柔軟に設定できる（在宅ワーク等）。

 求人条件緩和

本人の希望する条件にある可能性のある求人を選定し、本人の希

望、能力、経験等を十分に踏まえた条件緩和を行う。

 求人開拓
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４－６ 定着支援

 就職後、一定期間の経過（２週間後、１か月後、３か月後等）時に

電話等により、支援対象者の定着状況の確認を行う。

 事業所への確認が困難な場合には、必要に応じて本人に確認を行う

等により対応する。

※ 職場定着のためには、事業主や採用担当者のみならず、実際に

就業する場所の従業員の理解も不可欠。

また、就職後も安定所において随時相談可能である旨、事前に

説明を行う。
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５．大宮所におけるがん患者等長期療養者の属性による
傾向・特徴等について（2020年４月１日～202４年3月31日）

【１】性別・年齢による利用状況

・性別は男女ほぼ同数

・年齢は40歳から65歳未満の中高年が約６７%を占める

年齢
性別

30歳未満
30歳～
40歳未満

40歳～
50歳未満

50歳～
60歳未満

60歳～
65歳未満

65歳以上 計 割合

男性 １５人 １６人 ４２人 １４９人 ５０人 ５１人 ３２３人 ４６．５％

女性 １１人 ４４人 ８７人 １７９人 ３４人 １６人 ３７１人 ５３．５％

計 ２６人 ６０人 １２９人 ３２８人 ８４人 ６７人 ６９４人 １００％

割合 ３．７％ ８．６％ １８．６％ ４７．３％ １２．１％ ９．７％ １００％
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脳・神経・眼
1%

口・のど・鼻・耳…

胸部
11%

消化管
22%

肝臓・胆嚢・膵臓…

男性特有
2%

皮膚・血液・リンパ

等…

糖尿病その

他
37%

【疾病別にみる利用状況】

 利用者694人のうち約７０％ががんに罹患した患者である

※「その他」の具体的疾病名の例…潰瘍性大腸炎、全身性エリテマトーデスなどの難病

・疾病別利用状況

男女ともに「糖尿病その他」の項目が多くなっているが、「その他」に該当する「難病」で通院されている方の利用が

多くなっている。「女性特有」は「乳がん」を含み女性全体の約7割を占める数値となっている。

【男性】
【女性】
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疾  病

性  別

が ん の 部 位 別

糖尿病
その他

計
脳・神経
眼

口・のど
鼻・耳

胸部 消化管
肝臓・胆の
う・膵臓

男性特
有

女性特有
皮膚・血液・
リンパ等

男 （人） ２ ２７ ３７ ７０ １８ ８ ０ ４３ １１８ ３２３

女   （人） ４ ６ １４ ２９ ７ 0 １５７ ４９ １０５ ３７１

計   （人） ６ ３３ ５１ ９９ ２５ ８ １５７ ９２ ２２３ ６９４

割合 （％） ０．９ ４．８ ７．３ １４．３ ３．６ １．２ ２２．６ １３．３ ３２．１ １００

脳・神経・眼
2%

口・のど・鼻・

耳 2% 胸部 5%

消化管 11%
肝臓・胆嚢・

膵臓 3%

女性特有
59%

皮膚・血液・リ

ンパ等 18%



６．相談の内容とは

 両立求人はあるのか？

 体力の低下により職種転換をしたいが、就職先はあるのか？

 応募・面接の際、病気のことをどのように伝えるべきか？

 通院日は確保できるのか？

など
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７．相談事例
【相談事例1】

●対象者：52歳 女性 急性骨髄性白血病

●希望職種：事務職（正社員）

●支援期間：令和5年12月～令和6年3月

●支援内容：半年の入院期間を終え、自宅療養中。雇用保険受給延

長中。求人情報の提供・検討を通じて体調に合わせた

働き方について確認。職務経歴書の作成過程で職務の
  棚卸を実施。応募に際して退職理由の説明方法、疾病
  についての伝え方を検討。短時間の就労から体を慣ら

  していくことを希望されることが多いが、ご本人の強
  い希望と、日常生活に支障がある副作用がないことを
  踏まえてフルタイムの求人へ応募することとした。

  マイページを活用した情報共有や紹介状の発行により

  フルタイムでの早期就職に結びついた。
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【相談事例２】

●対象者：40歳 男性 上咽頭がん、右腎がん

●希望職種：特になし

●支援機関：令和６年４月～令和６年８月

●支援内容：金属加工業務に在籍中から支援を開始。休職期間満了後、

退職となるが、間隔をあけずに就業したい。これまでの求

職活動は、生活のためを考えて条件を最優先に就職をして

いた。ご本人希望で応募した事業所で就業を開始したが、

想像以上に体力が落ちていたことから早期離職となった。

転職回数が多かったが、あらためて職務の棚卸しを実施。

 若い頃に従事していた仕事の中で「やりがい」を感じて就

いていた職種を把握。応募書類の作成支援を通じて「志望

動機」や「ブランクについての説明方法」を決定。自宅か

ら自転車で通勤できる範囲という条件を満たした求人あり

応募することとなった。経験のある業務であることを評価

され、通勤の機会を確保しながら正社員として即日採用と

なった。



【相談事例3】

●対象者：57歳 男性 右腎がん、上咽頭がん

●希望職種：機械設計（正社員）

   ●支援期間：平成29年12月～令和2年3月

●支援内容：傷病手当受給中から支援を開始。眩暈・難聴の症状があり

歩行に支障がある。住宅ローンが残っているため、25万

円程度の収入が必要。求人情報を提供し、市場理解を進め

る。障害者手帳を取得後、雇用保険の受給手続き。障害者

手帳の取得により検討できる求人の幅を広げることができ

た。混雑した駅構内の歩行は難しいため、在宅勤務も含め

て検討していく。再就職手当ての受給可能な期間での再就

職を希望のため積極的に応募を開始。提供してきた求人か

ら3社に特に応募を希望された求人があり、事業所へ求職

の状況をお伝えしたうえで求人票の提出を依頼。希望の3

社のうち1社から、経験を認められ内定を得ることができ

た。障害者手帳の取得できたことが結果に結びついた。

20



８．終わりに
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 長期療養者と一般の相談者の差は少ない。
●体力的な問題や、定期的な通院があり入社後すぐの時期から休暇を

とる必要があります。このようなことから、就業にあたって就業条

件には厳しい点もあります。しかしながら、治療費が必要なため、

働くことを希望している方々は、就労に対する意欲は非常に高い状

況です。

●事業所の皆様へ 長期療養者を雇い入れることに不安を感じること

も多いと思います。彼らは自己の体調管理について真剣に取り組ん

でいます。通院に必要な休暇は事前に決まっており、仕事の調整は

しやすい方々です。

●就労支援をされる皆様へ 長期療養者の方への就労支援も一般の方

への支援に大きな違いはありません。ご本人の状況を本人と支援者

の双方が理解すること重要と考えています。
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